
鬼ノ城へのアクセス
○車

総社 IC から 20 分 (8km)

※車幅 2.1ｍ、全長 7ｍ以内

の車両のみ通行可能です。

○公共交通

＜タクシー＞

総社駅から 30 分 (10km)

南門

西門

第２水門

分岐点

礎石建物群

屏風折れの石垣

▼約 390m( 約 15 分 )

▼約 400m( 約 15 分 )

▼約 400m( 約 15 分）

▼約 600m( 約 25 分 )

▼約 60m( 約 2 分 )

▼約 60m( 約 2 分 )

分岐点

北門
▼約 200m( 約 10 分 )

＜鬼城山コース＞

 ▼約 400m( 約 15 分）
角楼

東門
▼約 290m( 約 20 分 )

※歩く速さには個人差があります。

所要時間：約２時間

地図１

０m 200m
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【遺跡見学の注意点】
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①鬼城山
   ビジターセンター

i

②西門

③角楼

学習広場

第０水門

第１水門
④第２水門

南門

第３水門
第４水門 東門

⑥鍛冶工房跡

第５水門 ⑦高石垣

北門

⑤礎石建物群跡

博物館

城門

水門

説明板

フォトスポット

お手洗い ( ビジターセンターのみ）

駐車場ベンチ

ベンチ（机アリ）

見晴らし良好

城壁

遊歩道

ゆるやかな遊歩道
（車イスも通行可）

総社平野を一望！
西門の全貌が写真に
おさめられる！

i

きれいに整備された門。
向かいに見える山との
コントラストが美しい！

[鬼ノ城]

[西門]

[城壁] [敷石]

[展望台]

i
[水門]

[管理棟]
[倉庫群]

[北門]

[土手状遺構]

[鍛冶工房]

[東門]

東門より先は登り坂

第２展望台

第１展望台
なだらかな登坂

「東門～屏風折れの石垣」
　足場悪し。注意！

湿地

至 岩屋

至 阿弥陀原

[南門]

「屏風折れ」石垣の全貌を
観察＆撮影できる！

鬼ノ城の顔！
三階建ての城門に復元
している。
古代山城の城門復元例
としては日本初！

西門と同規模をもつ門で
もしかするとこっちが
正門の可能性も・・？

②西門

水門の構造をしっかり
観察することができる
唯一の水門！

④第２水門

南門

北門

敵の侵入を防ぐため
の「屏風折れ」石垣
に要注目！

⑦高石垣

こ
こか

ら撮影
！！

総柱建物が立ち並ぶ
倉庫群。
食料の貯蔵に使用。

高床倉庫群跡高床倉庫群跡

側柱建物が立ち並ぶ。
役人が駐在した。

管理棟跡
鬼城山山頂
(標高400m)

城背面からの攻撃を防
ぐ施設。
日本の古代山城では初
の角楼発見例！

③角楼

分岐点

南面する景色が
　　　　美しい･･･

要チェック！

展示室アリ（入館無料）。
西門の模型は圧巻！
休憩スペースや自販機もある
ので出発前の準備にも○

①鬼城山ビジターセンター

・ 版築土塁

❶土を運ぶ
❷土をならす
❸踏み固める
❹突き固める

版築土塁の
　 つくり方

門の背にある一枚岩の巨岩
の迫力に注目！

東門

「北門～角楼」

鉄器の製作所。
⑥鍛冶工房跡

石垣先端からの眺め。
鬼ノ城に南面する景色
の美しさをご覧あれ。

お手洗いは「鬼城山ビジタ
ーセンター」の一か所のみ
です。
出発前にご確認ください。

※注意

❶ ❷

❹
❸

階段

角楼へと
つづくビジターセンター

へとつづく

石列
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[城壁] [敷石]

[第２水門]
行きを示す
看板アリ

[西門]西門西門

敷石ゾーン

南門へと
つづく

道狭め

拡大

i

QRコード

スマホからは
こちらから！

岡山県古代吉備文化財センター


